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個人所属パイパー式ＰＡ－４６－３１０Ｐ型 

ＪＡ４０４６の航空事故調査について 

（経過報告） 

  

 

令和８年８月２７日 

運輸安全委員会（航空部会） 

 

 

運輸安全委員会は、令和７年９月１４日、北海道美唄
び ば い

市の美唄市農道離着陸場において個人所

属パイパー式ＰＡ－４６－３１０Ｐ型ＪＡ４０４６が地上走行中に駐機中のＪＡ３８１５と接触

し機体を損傷した航空事故について、令和７年１０月から原因を究明するための調査を進めてき

たところであるが、これまでの調査で得られた情報を基に、更に分析を進めるとともに、原因関

係者からの意見聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。このため、本調査については、

本航空事故が発生した日から１年以内に調査を終えることが困難であると見込まれる状況にある

ことから、運輸安全委員会設置法第２５条第４項の規定に基づき、以下のとおり本調査の経過を

報告する。 
なお、本経過報告の内容については、今後、新たな情報の入手等により、修正されることがあ

り得る。 
また、本調査は、本航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空条約第１３附属

書に従い、航空事故及び事故に伴い発生した被害の原因を究明し、事故等の防止及び被害の軽減

に寄与することを目的として行うものであり、本航空事故の責任を問うために行うものではない。 
 

１．航空事故の概要 

個人所属パイパー式ＰＡ－４６－３１０Ｐ型ＪＡ４０４６は、令和７年９月１４日（日）、

美唄市農道離着陸場において地上走行中に駐機中のＪＡ３８１５と接触し機体を損傷した。 
 

２．調査の概要 

本件は発生日が９月１４日であるが、機体の損傷の程度について確認されたのは１０月 

３０日であり、同日、運輸安全委員会は、事故発生の通報を受け、本航空事故の調査を担当

する主管調査官ほか１名の航空事故調査官を指名した。現時点までに関係者からの口述聴取、

実機の確認、気象に関する情報収集等を実施した。 
本調査には、事故機の設計・製造国であるアメリカ合衆国の代表及び顧問が参加している。 

 

３．判明している事実情報 

（１）飛行の経過 

個人所属パイパー式ＰＡ－４６－３１０Ｐ型ＪＡ４０４６（以下「Ａ機」という。）は、

機長ほか同乗者１名の計２名が搭乗し、レジャー飛行として１２時１０分頃に仙台空港

を離陸した。１４時４０分頃、美唄市農道離着陸場滑走路０２に着陸し、エプロンへ通

じる誘導路に進入した。誘導路で一旦ブレーキを掛け停止した後、指示された駐機ス  

ポットに向かうため、エンジンの出力を増加させ動き始めた。機長は、速度が少し速い

と感じたため、ブレーキを掛けたところ「ボン」と音がし、その約１秒後、再度「ボン」
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と音がした。機長は、左ラダーを踏み、左ブレーキを併用しながら左に曲がろうとした

ところ、ブレーキが利かずふだんよりも大回りになった。機長は、ブレーキが利かない

ことを異常に感じたので、機体を停止させるためエンジンを停止した。駐機中であった

ＪＡ３８１５（以下「Ｂ機」という。）が正面に見え、衝突すると感じたため、右ラダー

を踏みステアリングで右に回避しようとした。Ａ機は右へ回頭を始めたが回避できず、

Ａ機の左翼端がＢ機の右翼下面に潜り込むように接触して停止した。Ａ機のブレーキ 

ディスクは左右とも著しく腐食し破断していた。 

（２）死傷者 

なし 

（３）航空機の損壊 
Ａ機 損傷の程度：小破 

・左右ブレーキディスク破断 

・左主翼端部に損傷 

 

Ｂ機 損傷の程度：中破（大修理相当） 

・右主翼下面前縁にへこみ（幅２.４ｍ、長さ４０cm） 

・右主翼端部にへこみ 

図２ 事故当日の接触の写真 

図１ 事故現場見取図 
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４．今後の調査 

本航空事故の原因の究明及び事故の再発防止策の検討のため、これまでの調査で得られた

情報を基に、ブレーキディスクの破断理由など、更なる分析のほか、原因関係者からの意見

聴取及び関係国への意見照会を行う必要がある。 

当委員会は、これまでの調査、分析等によって得られた結果を踏まえて、引き続き本航空

事故の原因等の調査を進める。 

 


